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第3回ごみ処理研究部会（第3部会）

会　議　録

次　　第

開会あいさつ

【前回会議よりの確認】

１．議事録（概要）の確認

２．シンポジウムの開催について

　　　　　　事務局より説明。

【検討事項】

　　１．部会の作業フレームについて

　　２．南部地区１０市町村のごみ分別収集区分の統一について

　　３．ごみ減量化・資源化に関するアンケート調査について

　　　　 事務局より説明。

　　　４．意見交換

　　　　（１）南部１０市町村及び３清掃施設組合間の燃やせるごみ、燃やせないごみ、危険ごみ、資源ごみの相違点の確認を行う。

　　　　　　　　　＊（燃やせるごみ及び衣類等について）

　　　　　　　　　　　→　糸・豊清掃施設組合は燃やせるごみとして回収。島尻消防清掃組合は、資源ごみとして回収（化学繊維は燃やし、綿類についてはリサイクルしている。比率　７ ： ３　）

　　　　　　　　　＊（燃やせないごみ及び危険ごみについて）

　　　　　　　　　　　スプレー缶の排出方法についても市町村間において相違がある。完全に使い

切ってから排出する方法と、使い切った後に穴を開けて出す二通りの排出方法がある。破裂などによる破砕機内での破裂の危険防止からも使い切った後に穴を開けて出す方法への統一の必要はないか。

→３施設ではスプレー缶の処理に当たっては、穴を開けて処理されていない分については、破砕機内での破裂防止と危険回避のため穴を開け後に処理している

蛍光灯等の危険ごみの処理に当たっても、３施設間に相違がある。糸・豊清掃施設組合等は破砕埋立処理に対して、島尻消防清掃組合は専門的な処理施設のある北海道に搬送処理している。　　　　　　（糸・豊、島尻）
　　　　

（２）構成市町村の分別収集区分の細分化、統一化に向けたごみ排出抑制を徹底検証する必要ないか。（住民委員）
　　　　

（３）ごみ減量化については、ごみに対する地域住民の意識の高揚とリサイクル事業への協力体制強化の必要はないか。（佐敷町）

　　　　

（４）トレイ、弁当の容器など購入後にごみになるような物の発生抑制を考えるには、現在の行政、住民に委員、学識経験者中心委員に、事業者（製造業者・販売者）を巻き込んだ議論展開をすべきではないか。（住民委員）

　　　　　　

（５）今後のごみの分別収集区分の統一とごみの減量化・資源化に向けた知識の習得を図る為にも他府県の先進自治体への行政視察が必要ではないか。（住民委員）

　　　　　　　　　→次部会までに視察先を検討するが委員からも推薦をお願いしたい。

　　５．次回会議の日程について

　　　　１０月１６日（木）午後２時　

６．閉会あいさつ
